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児童や生徒の間で広く普及している LINEの体験を取り入れた研修会を教職員や保護者を対象に行っ

た．児童や生徒が正しい知識や情報モラルを持ち，LINE を安全に使用するためには，指導者の立場で

ある教職員や保護者が理解をする必要があると考えられる．研修会では実際に LINEを使用し，利便性

や危険性を体感してもらうことで，情報モラル指導の改善や充実につながることを研修目標とした． 

 

１．はじめに 

近年，ソーシャルメディアの進展や携帯端末の

普及により，不特定多数の人間と簡単に交流を持

つことができるようになった．しかし，交流が容

易になったことで，犯罪に利用するといった事例

も出てきており，利用者に情報モラルが強く求め

られている．児童や生徒が正しい知識や情報モラ

ルを持ち，ソーシャルメディアを安全に利用する

ためには，指導者の立場である教職員や保護者が

理解をする必要があると考えられる． 

本研究では，近年，急速に普及してきた無料通

話・メッセージアプリの「LINE」に焦点をあて，

教職員や保護者を対象とした LINE の研修会を実

践を交えて行った． 

 

２．LINE について 

LINEは，チャットや通話が楽しめる無料のコミ

ュニケーションアプリであり，チャットで使用さ

れる「スタンプ機能」をきっかけに人気を獲得し

た．LINE 株式会社の調べ(1)によると，日本人口の

約 46％が LINE に登録しており，その中の約 64％

が 1日に 1回以上 LINEを利用している．また，総

務省の調べ(２)では，10 代で 77.9％，教職員や保

護者の多くにあたる40代で63.4％，50代で37.3％

と，児童生徒に比べ，利用率は低い．特に 50 代は

10 代の利用率の半分以下であり，そのため LINE

について詳しくなく，安全な使用法や危険性を指

導することは難しい． 

 

３．実践 

3.1 実践方法 

LINE 研修会は，小・中学校・高校の教職員や

保護者を対象に行った． 

使用した端末は，「iPad」と東芝の教員用タブレ

ット PC「CM1」である．それぞれに LINE をイ

ンストールし，iPad ではモバイル端末として，

CM1 では PC 端末として LINE の使用を行った．

研修会は，始めに LINE の機能について説明し，

次に便利な点や危険な点を実例を用いて説明を行

った．その後，実際に端末を用いてグループトー

クの体験を行い，その中で質問を行ってもらった．

グループトークでは問題になっている「LINE 外

し」などの体験も行った． 

 

3.2 実践結果 

研修会での時間配分の多くをグループトークの

体験にすることで，受講者から LINE についての

質問や意見を数多く得ることができた．グループ

トークではスタンプ機能の使用も多く見ることが

でき，受講者からは「生徒が夢中になることがわ

かる」，「依存する気持ちがわかる」という声もあ

った．また，LINE 外しの体験を通して怖さを知

ってもらうことと共に，この問題を解決すること

に対する関心を高めることができた． 

 

４．おわりに 

 本研究では，LINE を取り上げ，情報モラルに

ついて教職員や保護者を対象とした研修会を行っ

た．今後は，研修会の規模を拡大し，多くの教職

員や保護者に理解してもらうことで，より一層，

情報モラル教育の充実を図っていく必要がある． 
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